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本
年
四
月
二
十
二
日
付
で
附

属
病
院
に
文
部
省
令
に
基
づ
く

病
理
部
が
正
式
に
設
置
さ
れ
た
。

開
院
当
初
か
ら
の
希
望
が
十
年

を
経
て
漸
く
叶
っ
た
訳
で
あ
る

が
、
毎
年
度
概
算
要
求
の
折
衝

に
当
た
ら
れ
た
五
人
の
歴
代
事

務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

各
位
の
努
力
に
改
め
て
敬
意
を

表
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
本
院
で
は
既
に

学
内
的
病
理
部
組
織
が
実
務
を

担
当
し
て
来
て
お
り
、
そ
の
業

務
内
容
は
本
紙
第
十
一
号
（
帥

・
９
・
巧
付
）
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
病
理
部
設
置
に

よ
っ
て
何
が
変
る
の
か
と
云
う

読
者
の
疑
問
に
先
ず
答
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
先
の
第
十
一

号
で
触
れ
た
よ
う
に
、
学
内
措

置
の
病
理
部
に
は
検
査
部
か
ら

派
遣
さ
れ
た
技
官
が
専
従
し
、

患
者
材
料
の
病
理
診
断
に
必
要

な
顕
微
鏡
標
本
を
作
り
上
げ
る

一
方
で
、
悪
性
細
胞
を
顕
微
鏡

下
に
探
し
出
す
細
胞
診
断
に
専

念
し
て
い
る
が
、
出
来
上
っ
た

組
織
標
本
の
方
は
こ
れ
を
診
断

す
る
固
有
の
教
官
（
病
理
医
）

を
欠
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
病

理
学
講
座
の
教
官
が
交
替
制
で

診
断
に
当
た
り
何
と
か
診
療
に

支
障
を
来
た
さ
ぬ
よ
う
最
少
限

の
業
務
を
行
っ
て
来
た
。
こ
の

度
の
正
式
設
置
に
よ
り
助
教
授

一
名
が
配
置
さ
れ
、
初
め
て
専

任
副
部
長
が
生
ま
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
目
下
そ
の
人
選
の
手

続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
併

任
部
長
は
五
月
十
五
日
付
で
発

令
さ
れ
、
私
が
拝
命
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
永
年
の
期
待
を
担

っ
て
誕
生
し
た
新
し
い
病
理
部

を
円
滑
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

全
診
療
科
と
各
部
門
の
暖
か
い

一
御
支
援
を
切
に
お
願
い
す
る
次

第
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
全
身
臓
器
に
わ

た
る
病
理
診
断
に
一
人
の
万
能

者
を
期
待
す
る
の
は
無
理
な
話

で
、
診
断
精
度
の
向
上
に
は
複

数
の
病
理
医
に
よ
る
分
担
が
望

ま
し
い
事
は
、
診
療
科
の
分
化

か
ら
見
て
も
自
明
の
理
で
あ
ろ

う
。
複
数
の
病
理
医
を
待
ち
得

な
い
新
設
病
理
部
に
は
病
理
学

講
座
の
協
力
が
依
然
必
要
で
あ

る
。
と
同
時
に
診
療
各
科
に
あ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
組
織

病
理
学
を
志
向
す
る
医
員
が
居

ら
れ
た
ら
是
非
参
加
し
て
戴
き

た
い
。
一
時
期
臨
床
を
離
れ
る

淋
し
さ
は
あ
っ
て
も
、
臨
床
専

門
医
と
し
て
大
成
さ
れ
る
将
来

に
必
ず
や
稗
益
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

今
や
病
理
部
に
常
駐
す
る
病
理

医
を
得
て
医
員
の
受
入
れ
が
可

能
と
な
っ
た
。
こ
の
点
が
今
ま

で
と
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

病
理
部
を
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に

職
え
る
な
ら
副
部
長
は
第
一
バ

イ
オ
リ
ン
奏
者
に
相
当
し
、
技

官
・
医
員
・
協
力
病
理
医
で
構

成
さ
れ
る
団
員
の
和
音
を
リ
ー

ド
し
自
ら
も
演
奏
を
磨
い
て
行

く
立
場
に
あ
る
。
指
揮
者
（
部

長
）
は
先
ず
団
員
の
確
保
を
心

掛
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
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口
腔
外
科
領
域
に
お
い
て
、

近
年
急
速
に
進
歩
し
て
い
る
分

野
に
顎
の
変
形
に
対
す
る
外
科

的
矯
正
術
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
顎
変
形
症
と
は
、
上
下

顎
の
大
き
さ
の
不
調
和
又
は
上

下
の
位
置
関
係
の
悪
い
も
の
を

総
称
し
て
お
り
、
下
顎
前
突
症
、

開
咬
、
口
蓋
裂
術
後
の
上
顎
骨

発
育
不
全
等
が
含
ま
れ
る
。
こ

れ
ら
の
疾
患
で
通
常
の
歯
科
矯

正
治
療
の
限
界
を
越
え
た
も
の

に
対
し
上
顎
骨
又
は
下
顎
骨
を

切
り
、
外
科
的
に
咬
合
の
回
復

及
び
調
和
の
と
れ
た
顔
貌
を
回

復
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

勿
鯵
勿
勿
勿
鯵
勿
劣
勿
鯵
鯵
鯵
勿
勿

鮒
燃
卿
鮒
雌
趨
吻
幽
鰯
物
鰹
劉
〃
〃

勿
鯵
勿
劣
勿
鯵
鯵
勿
灘
鯵
彩
溌
鰺
鯵

〈
採
用
〉

内
科
学
第
二
講
座
助
手衛
藤
雅
昭

放
射
線
科
助
手
石
澤
貢

麻
酔
学
講
座
助
手
赤
間
保
之

〃
仙
石
和
文

（
６
月
１
日
付
）

第
二
外
科
助
手
松
田
英
郎

（
６
月
３
日
付
）

小
児
科
助
手
坂
田
宏

第
一
外
科
助
手
堀
尾
昌
司

眼
科
助
手
坂
上
晃
一

耳
鼻
咽
喉
科
助
手
畑
山
尚
生

麻
酔
学
講
座
助
手
玉
川
進

（
７
月
１
日
付
）

〈
辞
職
》

内
科
学
第
二
講
座
助
手吉
田
征
子

の
で
あ
る
。
下
顎
に
対
し
て
は

特
に
代
表
的
な
方
法
と
し
て
は
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
の
。
言
‐

の
、
の
、
の
同
教
授
の
考
案
し
た
下

顎
骨
失
状
切
断
術
が
あ
る
。
こ

れ
は
図
１
の
ご
と
く
、
下
顎
枝

で
下
歯
槽
神
経
・
動
静
脈
を
避

け
る
よ
う
に
皮
質
骨
を
切
断
し
、

分
割
を
行
い
希
望
す
る
位
置
へ

歯
列
を
移
動
す
る
方
法
で
あ
る
。

上
顎
に
対
し
て
は
白
し
の
句
・
ユ

ー
型
の
骨
切
り
術
が
代
表
的
で

図
２
の
よ
う
に
歯
根
よ
り
上
方
、

上
顎
洞
底
部
で
骨
切
り
を
行
う

方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
の
利

点
と
し
て
は
、
①
顔
面
に
皮
膚

放
射
線
科
助
手
浅
野
章

〃
圭
口
川
裕
幸

放
射
線
部
助
手
高
橋
康
二

（
５
月
Ⅲ
日
付
）

第
二
外
科
助
手
及
川
巖

（
６
月
２
日
付
）

小
児
科
助
手

森
善
樹

第
一
外
科
助
手
和
泉
裕
一

耳
鼻
咽
喉
科
助
手
井
本
祥
子

麻
酔
学
講
座
助
手
丹
羽
一
善

（
６
月
別
日
付
）

〈
配
置
換
〉

放
射
線
科
助
手
↓
放
射
線
医
学

講
座
助
手

早
坂
和
正

放
射
線
医
学
講
座
助
手
↓
放
射

線
科
助
手

斉
藤
泰
博

麻
酔
学
講
座
助
手
↓
麻
酔
科
助

手
高
田
稔

〃
吉
向
畑
治

（
６
月
１
日
付
）

第
二
外
科
助
手
↓
外
科
学
第
二
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切
開
を
行
う
こ
と
な
く
全
て
口

腔
内
か
ら
行
え
る
こ
と
、
②
下

顎
顎
関
節
頭
の
位
置
を
変
え
る

こ
と
な
く
歯
列
を
移
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
、
③
歯
列
自
体
に

は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
、
等
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
手
術
時

期
と
し
て
は
、
顎
の
成
長
が
ほ

ぼ
終
了
し
た
一
七
～
一
八
才
以

降
に
行
う
の
が
通
常
で
あ
る
。

治
療
期
間
と
し
て
は
、
手
術
時

に
歯
列
を
移
動
す
る
際
に
正
常

に
咬
み
合
う
よ
う
に
前
も
っ
て

歯
科
矯
正
治
療
が
数
カ
月
～
一

年
間
位
必
要
で
あ
り
、
外
科
的

矯
正
術
時
に
は
四
～
六
週
間
の

顎
間
固
定
、
さ
ら
に
術
後
は
後

戻
り
の
予
防
を
含
め
た
歯
列
の

微
調
整
の
た
め
の
歯
科
矯
正
治

療
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
治
療
に
長
い
期

講
座
助
手

浅
川
全
一

（
６
月
３
日
付
）

〈
医
長
交
替
〉

外
来
医
長

第
一
内
科
羽
根
田
俊
助
手

（
旧
箭
原
修
助
手
）

（
５
月
ｎ
日
付
）

第
二
内
科
岩
田
光
高
助
手

（
旧
吉
田
征
子
助
手
）

第
二
外
科
林
宏
一
助
手

（
旧
及
川
殿
助
手
）

（
６
月
１
日
付
）

小
児
科

岡
隆
治
助
手

（
旧
岡
敏
明
助
手
）

（
７
月
１
日
付
）

病
棟
医
長

第
一
内
科
加
藤
淳
一
助
手

（
旧
羽
根
田
俊
助
手
）

（
５
月
皿
日
付
）

小
児
科

岡
敏
明
助
手

（
旧
藤
田
晃
三
講
師
）

（
７
月
１
日
付
）
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間
を
必
要
と
す
る
の
が
欠
点
で

あ
る
が
、
従
来
、
積
極
的
に
治

療
の
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
分

野
に
も
こ
の
よ
う
な
外
科
的
矯

正
法
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

（
講
師
池
畑
正
宏
）

状診療 況【
薬
剤
部
】

副
作
用
情
報
Ⅲ

高
体
温
と
ハ
ロ
ベ
リ
ド
ー
ル

向
精
神
薬
の
稀
で
は
あ
る
が

重
篤
な
副
作
用
の
一
つ
に
悪
性

図２ 図１

症
候
群
の
百
号
◎
日
の
己
回
一
ヨ
（
以

下
Ｓ
Ｍ
）
が
あ
り
、
Ⅷ
年
代
の

は
じ
め
に
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
で
症
例

報
告
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
Ｓ

Ｍ
は
向
精
神
薬
投
与
と
関
連
し
た

持
続
性
高
熱
、
錐
体
外
路
系
を
中

心
と
し
た
神
経
症
状
、
自
律
神
経

系
の
機
能
障
害
に
起
因
す
る
と
考

え
ら
れ
る
重
篤
な
心
・
循
環
系
症

状
を
呈
し
、
と
き
に
致
死
性
で
あ

り
、
本
邦
で
は
汎
年
以
来
、
数
例

の
報
告
が
み
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

多
く
の
症
例
で
、
発
症
前
に
激

し
い
精
神
運
動
興
奮
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
身
体
的
に
も
相
当
な
疲
労
状

態
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
駆
症
状
と
し
て
反
応

の
鈍
さ
、
筋
固
縮
、
振
戦
、
嚥
下

困
難
、
頻
脈
、
発
汗
、
流
祗
お
よ

び
叩
～
１
℃
程
度
の
体
温
上
昇
な

ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
出
現
し
た

段
階
で
適
切
な
処
置
を
と
ら
な
い

と
、
本
症
候
群
に
発
展
し
ま
す
。

発
熱
は
Ｓ
Ｍ
の
最
も
特
徴
的
な
症

状
で
あ
り
、
１
～
２
日
の
う
ち
に

羽
～
ｎ
℃
に
も
達
し
、
前
駆
症
状

は
増
強
さ
れ
、
意
識
障
害
、
呼
吸

困
難
、
循
環
虚
脱
と
な
り
、
場
合

に
よ
っ
て
は
死
の
転
帰
を
と
る
こ

と
さ
え
あ
り
ま
す
。

関
係
薬
剤
と
し
て
は
、
ク
ロ
ル

プ
ロ
マ
ジ
ン
や
レ
ポ
メ
プ
ロ
マ
ジ

ン
な
ど
の
フ
ェ
ノ
チ
ア
ジ
ン
類
、

ま
た
ブ
チ
ロ
フ
ェ
ノ
ン
類
で
は
ハ

ロ
ペ
リ
ド
ー
ル
が
特
に
Ｓ
Ｍ
を
惹

起
し
や
す
い
と
い
わ
れ
て
お
り
、

非
経
口
投
与
、
多
剤
併
用
、
大
量

投
与
時
に
発
症
が
多
い
と
報
告
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

Ｓ
Ｍ
に
移
行
し
た
際
の
処
置
法

と
し
て
は
、
①
原
因
と
お
ぼ
し
き

向
精
神
薬
の
投
与
中
止
、
②
各
種

対
症
療
法
（
脱
水
に
対
し
て
は
補

液
、
発
熱
に
対
し
て
は
解
熱
剤
・

抗
生
剤
が
無
効
の
こ
と
が
多
い
の

で
冷
器
器
具
に
よ
っ
て
で
き
う
る

限
り
の
冷
却
を
試
み
る
な
ど
）
が

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
、
Ｓ

Ｍ
に
関
連
し
た
ハ
ロ
ペ
リ
ド
ー
ル

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
高
体
温
の
症

例
が
．
因
：
戸
甸
吾
二
ｓ
『
ご
ｍ
・

閂
貝
①
一
一
・
○
一
冒
・
勺
夛
四
円
日
・
得
Ｐ
国
巨
。

ご
謡
）
に
よ
り
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
以
下
に
そ
の
抄
録
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。
こ
の
症
例
に
つ
い

て
考
察
す
る
中
で
多
く
の
処
方
薬

は
体
温
調
節
機
能
を
障
害
し
う
る

と
述
べ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
処
方
薬
に
は
、
先
に
あ
げ
た
フ

ェ
ノ
チ
ア
ジ
ン
や
ブ
チ
ロ
フ
ェ
ノ

ン
な
ど
の
精
神
安
定
薬
、
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
薬
、
ア
ト
ロ
ピ
ン
様
作
用

を
も
つ
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
薬
な

ど
が
含
ま
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
ら
の
薬
物
に
共
通
し
た
こ
の

副
作
用
は
、
共
通
す
る
抗
コ
リ
ン

作
動
性
作
用
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
、

中
枢
と
末
梢
と
の
両
部
位
で
体
温

調
節
機
能
を
抑
制
し
ま
す
。
た
と

え
ば
フ
ェ
ノ
チ
ア
ジ
ン
類
や
ブ
チ

ロ
フ
ェ
ノ
ン
類
は
視
床
下
部
の
働

き
を
抑
制
し
、
体
温
調
節
機
能
を

障
害
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

の
薬
物
の
抗
コ
リ
ン
作
動
性
作
用

は
、
発
汗
を
導
く
神
経
の
興
奮
を

も
抑
制
し
ま
す
。
こ
こ
で
報
告
さ

れ
た
症
例
で
は
、
錐
体
外
路
系
副

作
用
を
弱
め
よ
う
と
、
ハ
ロ
ペ
リ

ド
ー
ル
に
加
え
て
抗
コ
リ
ン
作
動

薬
も
投
与
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
併

用
は
高
体
温
を
招
く
上
で
二
重
の

危
険
性
を
備
え
て
い
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
結
果
と
し
て
患

者
は
気
温
の
上
昇
に
杭
し
て
体
温

を
調
節
す
る
こ
と
が
で
き
ず
（
気

温
の
高
い
日
〃
～
羽
℃
が
数
日
続

い
た
と
き
に
発
症
）
、
高
体
温
状

態
（
直
腸
体
温
川
℃
）
に
陥
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
報
告
は
、
暑
く
、

温
度
が
高
い
こ
れ
か
ら
の
夏
季
に

お
い
て
は
特
に
、
体
温
調
節
機
能

を
損
う
お
そ
れ
の
あ
る
薬
物
が
与

え
ら
れ
た
患
者
に
、
高
体
温
の
初

期
徴
候
が
現
れ
な
い
か
を
注
意
深

く
観
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
ま
す
。
嗜
眠
・
疲
労

・
錯
乱
、
蒸
し
暑
さ
に
よ
る
不
快

を
感
じ
な
く
な
る
こ
と
は
、
高
体

温
が
生
ず
る
前
兆
と
し
て
の
警
告

で
あ
り
、
各
患
者
の
身
の
回
り
の

環
境
を
調
節
し
、
投
薬
内
容
を
変

更
す
る
こ
と
が
、
高
体
温
の
発
生

を
防
ぐ
最
善
の
策
で
あ
り
ま
す
。

錐
体
外
路
系
に
由
来
す
る
症
状
を

抑
え
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
抗

コ
リ
ン
作
動
薬
が
必
要
な
場
合
に

は
、
副
作
用
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
た
め
に
、
必
要
最
少
量
を
用
い

る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
体
温
調
節

障
害
を
受
け
や
す
い
患
者
の
管
理

に
は
、
治
療
薬
の
投
与
量
の
検
討

も
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
患
者
の
相
談
に
こ
た
え
る
こ

と
に
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
際
に

は
身
体
運
動
を
避
け
、
直
射
日
光

を
浴
び
る
の
を
制
限
し
、
適
量
の

液
体
や
塩
分
を
摂
取
し
、
頻
繁
に

ス
ポ
ン
ジ
浴
を
行
い
、
軽
く
ゆ
っ

た
り
し
た
服
を
着
用
す
る
よ
う
に

し
、
扇
風
機
や
エ
ア
・
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ナ
ー
を
用
い
て
、
空
気
の
循

環
を
ほ
ど
よ
く
す
る
こ
と
な
ど
を
、

助
言
す
べ
き
で
あ
る
と
結
ん
で
お

り
ま
す
。

（
薬
品
情
報
室
長
藤
田
育
志
）

精
神
分
裂
病
の
治
療
が

向
精
神
楽
の
導
入
に
よ
っ

て
発
展
し
た
よ
う
に
、
ま

た
、
Ｍ
Ｅ
機
器
も
次
々
と

新
世
代
の
高
性
能
の
製
品

が
出
現
し
て
き
て
い
る
よ
ｅ

う
に
、
一
般
的
に
は
時
代

が
進
め
ば
進
む
程
、
良
質

の
物
が
生
み
出
さ
れ
る
の
ｃ

は
当
然
だ
ろ
う
。
何
も
医

学
に
限
ら
ず
と
も
。

た
だ
、
『
後
の
世
代
の
産
ｉ

物
の
方
が
良
質
で
あ
る
。
』
、

と
い
う
こ
と
が
当
て
は
ま

ら
な
い
世
界
も
確
か
に
あ
○

る
。私
は
十
五
世
紀
の
農
民

画
家
・
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
、
ｖ

二
十
世
紀
の
シ
ュ
ー
ル
レ

ア
リ
ス
ト
・
マ
グ
リ
ッ
ト

の
ど
ち
ら
も
大
好
き
だ
が
、
ｈ

ど
ち
ら
が
よ
り
素
晴
ら
し

い
と
は
言
え
な
い
。
ア
ル

タ
ミ
ラ
の
壁
画
も
大
し
た
ｓ

も
の
だ
。
好
き
嫌
い
は
あ

る
だ
ろ
う
が
、
誰
も
優
劣

を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
ｅ

い
は
ず
だ
。
新
し
い
か
ら

良
く
て
古
い
の
は
ダ
メ
と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
ｒ

ど
う
し
て
な
ん
だ
ろ
う
か

７
．
．
 そ
れ
は
き
っ
と
、
絵
画
Ｆ

だ
の
音
楽
だ
の
芸
術
と
い

う
も
の
が
人
間
の
心
の
奥

か
ら
湧
き
あ
が
っ
て
き
て
、

そ
れ
が
他
の
人
間
の
同
じ

部
分
に
時
間
と
空
間
を
越

ｂ
の
「
で
の
芹
Ｅ
ｐ
ｌ
Ｏ
ゴ
ロ
。
、
の

精
神
科
神
経
科
佐
々
木
青
磁

え
て
訴
え
か
け
る
か
ら
な

ん
だ
ろ
う
。
そ
し
て
人
の

心
と
い
う
の
は
有
史
以
来

そ
ん
な
に
変
わ
っ
て
は
い

な
い
の
だ
。

「
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、

何
が
ど
う
変
わ
っ
て
き
た

か
を
知
る
こ
と
で
は
な
く

て
、
実
は
、
世
の
中
は
こ

ん
な
に
変
わ
っ
た
の
に
、

や
っ
ぱ
り
人
間
と
は
こ
う

い
う
生
き
物
で
あ
り
続
け

た
の
で
す
と
い
う
こ
と
を

認
め
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。
」
と
言
っ
た
人
が
い

る
。
実
際
、
私
達
が
喜
び
、

怒
り
、
泣
き
、
笑
う
の
と

同
じ
よ
う
に
、
何
千
年
、

何
万
年
前
の
人
々
も
感
じ

て
い
た
に
違
い
な
い
の
だ
。

そ
う
認
識
す
る
こ
と
で
、

先
人
に
共
感
を
覚
え
る
し
、

気
持
ち
も
和
ら
ぐ
。

医
療
技
術
、
機
器
、
薬

等
は
今
後
、
ま
す
ま
す
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
い
も
の
が

出
現
す
る
に
違
い
な
い
。

が
、
そ
れ
を
活
用
す
る
の

は
人
間
で
あ
り
、
そ
の
心

は
昔
も
今
も
未
来
も
変
わ

ら
な
い
。

入院

廷患者数 稼働率

外来

廷患者数

４月 15.141人 84.1％ 14.658人

５月 16.102 8６．６ 1４．１９２ 

異計
(６１．４～5） 

31.243 8５．４ 2８．８５０ 
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ゴ
ル
フ
を
は
じ
め
て
六
年
余

り
、
こ
れ
と
い
っ
た
動
機
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
た
ま
た
ま
安

い
ハ
ー
フ
セ
ッ
ト
｜
式
の
広
告

が
あ
り
ひ
や
か
し
の
つ
も
り
が

つ
い
う
ま
い
言
葉
に
乗
せ
ら
れ

て
買
っ
て
し
ま
っ
た
の
が
始
ま

り
で
あ
っ
た
。
多
分
内
心
で
は

野
球
も
そ
ろ
そ
ろ
年
令
だ
し
、

何
か
他
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
と
思

っ
て
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
の
よ
さ

も
あ
る
。
周
り
の
方
々
も
気
楽

に
ゴ
ル
フ
と
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
で
、
初
め
て
試
み
る
私
も

「
置
い
て
あ
る
球
を
打
つ
の
だ

か
ら
動
い
て
い
る
球
を
打
つ
よ

り
は
楽
に
打
て
る
で
あ
ろ
う
」

と
楽
観
し
て
た
の
で
あ
る
が
、

卯
方
向
に
打
つ
の
と
は
わ
け
が

ち
が
う
。
あ
の
小
さ
な
球
を
小

さ
な
ク
ラ
ブ
ヘ
ッ
ド
に
当
て
し

か
も
真
す
ぐ
飛
ば
す
の
で
あ
る

か
ら
真
に
神
業
で
あ
る
。
兎
に

角
そ
の
年
は
（
冬
期
間
で
あ
る

が
）
吹
雪
で
あ
ろ
う
と
一
週
一

回
は
必
ず
練
習
に
通
っ
た
も
の

で
あ
る
。
や
が
て
シ
ー
ズ
ン
到

来
、
練
習
の
成
果
や
如
何
に
と

心
弾
ま
せ
初
ラ
ウ
ン
ド
。
第
一

打
／
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
、
フ
ェ

ァ
ウ
エ
イ
に
向
っ
て
一
直
線
の

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
が
、
ナ
ン
ト

〃
右
へ
右
へ
の
大
曲
り
谷
底
へ

一
直
線
サ
ョ
ウ
ナ
ラ
で
あ
る
。

ハ
ー
フ
紛
失
球
八
個
残
二
個
、

パ
ー
ト
ナ
ー
よ
り
拝
借
に
お
よ

ぶ
し
だ
い
で
あ
る
。
と
に
か
く

ラ
ウ
ン
ド
を
終
え
た
が
、
ゴ
ル

フ
と
い
う
よ
り
球
探
し
に
疲
労

困
懲
、
こ
ん
な
に
も
心
身
の
疲

れ
る
ス
ポ
ー
ツ
は
初
め
て
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
三
年

間
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
熱
中
し

た
。
十
五
年
連
れ
添
た
女
房
も

ビ
ッ
ク
リ
で
あ
る
。
お
酒
の
量

も
減
っ
た
し
、
健
康
に
も
良
い

し
と
大
い
に
励
ま
し
て
下
さ
れ

た
。
し
め
し
め
月
二
回
は
で
き

る
ぞ
と
内
心
ほ
く
そ
笑
ん
で
い

る
と
、
ど
っ
こ
い
敵
も
然
る
者

「
プ
レ
ー
代
は
自
分
の
小
遣
で

ど
う
ぞ
。
」
何
と
も
虚
し
い
激
励

で
は
な
い
か
。

何
の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
私
共
の

様
な
年
代
に
な
る
と
程
々
に
や

る
分
に
は
健
康
の
増
進
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
役
立
つ
と
思
う
の

一
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
と
ゴ
ル

フ
に
関
し
て
は
何
時
ま
で
も
悩

み
の
つ
き
ま
と
う
ス
ポ
ー
ツ
で
、

現
状
で
は
あ
ま
り
ス
ト
レ
ス
解

消
に
役
立
ち
そ
う
も
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

快
音
を
残
し
は
る
か
フ
ェ
ァ

ウ
エ
イ
を
捕
え
た
時
の
快
感
、

お
も
わ
ず
ニ
ン
マ
リ
、
爽
快
な

気
分
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
よ

い
の
で
あ
る
が
、
常
に
快
音
ば

か
り
で
は
な
い
。
地
球
に
穴
を
堀

り
、
冊
あ
り
、
池
ポ
チ
ャ
で
は

足
ど
り
重
く
暗
く
落
ち
込
ん
で

い
く
の
で
あ
る
。
ス
コ
ア
を
取

り
戻
そ
う
と
焦
り
が
で
る
。
短

い
パ
タ
ー
を
外
し
て
は
、
カ
ッ

カ
と
血
圧
を
上
げ
て
い
る
。
ス

ト
レ
ス
解
消
ど
こ
ろ
か
源
を
つ

く
っ
て
い
る
様
な
も
の
で
あ
る
。

当
然
相
手
に
も
不
快
感
を
与
え

て
し
ま
う
。
練
習
も
せ
ず
に
ス

コ
ア
を
上
げ
よ
う
な
ん
て
考
え

る
の
が
そ
も
そ
も
の
間
違
い
で

あ
る
。
止
め
て
し
ま
え
ば
と
思

っ
て
も
経
験
の
あ
る
方
な
ら
お

理
学
療
法
室
は
本
院
の
共
同

利
用
部
門
と
し
て
、
外
来
診
療

棟
二
階
の
整
形
外
来
に
隣
接
し

て
設
置
さ
れ
、
ス
タ
ッ
フ
は
現

在
理
学
療
法
士
二
名
で
す
。
過

去
に
お
い
て
は
理
学
療
法
士
不

足
の
た
め
欠
員
を
生
じ
た
時
期

も
あ
り
ま
し
た
が
、
五
十
六
年

に
は
常
勤
の
理
学
療
法
士
を
必

要
と
す
る
厚
生
省
の
運
動
療
法

施
設
基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
、
こ
れ
に
よ
り
理
学
療
法
分

野
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専

門
施
設
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し

た
。

こ
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
言
葉
は
、
語
源
は
ラ
テ

ン
語
で
「
再
び
適
し
た
も
の
に

す
る
」
と
い
う
意
味
を
も
ち
、

解
り
の
様
に
ゴ
ル
フ
中
毒
症
状

を
生
じ
て
止
め
ら
れ
な
い
の
が

又
ゴ
ル
フ
な
の
で
あ
る
。

エ
チ
ケ
ッ
ト
を
最
高
に
要
求

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
事
を

肝
に
銘
じ
、
打
数
が
多
く
と
も

同
伴
者
に
迷
惑
を
か
け
な
い
様

に
心
が
け
、
今
年
は
楽
し
く
プ

レ
ー
を
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
薬
剤
部
阿
久
津
茂
隆
）

写
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て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
障
害
者

の
復
権
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
今
世
紀
中
頃
よ
り
、
医
学

の
分
野
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

現
在
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
は
保
健
医
学
、
予
防
医
学
、

治
療
医
学
に
つ
い
で
第
四
相
の

医
学
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
医
学
は
予
防
医
学
や
治
療
医

学
と
全
く
異
な
る
医
療
を
行
う

と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
疾
病

や
障
害
の
予
防
、
治
療
も
包
括

し
更
に
全
人
間
的
な
社
会
復
帰

を
最
終
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
医
学
的
、
経
済
的
、

職
業
的
、
教
育
的
な
全
て
の
面

に
お
い
て
〃
よ
り
人
間
ら
し
く
〃

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
よ

今
頃
の
旭
川
は
新
緑
も
あ
ざ

や
か
で
一
年
中
で
最
も
よ
い
季

節
で
す
。
三
月
、
四
月
の
車
粉

の
ひ
ど
い
時
期
を
過
ぎ
る
と
ホ

ッ
と
し
ま
す
が
、
車
粉
の
影
響

は
冬
中
通
し
て
み
ら
れ
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、

近
く
に
市
の
中
心
部
の
雪
捨
場

に
な
っ
て
い
る
広
い
河
川
敷
が

あ
り
、
雪
の
多
い
と
き
に
は
、

夜
通
し
雪
を
運
ぶ
ダ
ン
プ
の
音

で
夜
も
ね
む
れ
な
い
程
に
な
り

ま
す
が
、
捨
て
ら
れ
た
雪
の
山

は
雪
山
と
い
う
よ
り
は
土
の
山

と
言
っ
た
方
が
よ
い
位
車
粉
で

歴
史
的
に
は
宗
教
上
の

名
誉
回
復
や
犯
罪
者
の

更
生
の
意
味
に
使
わ
れ

鱸》

う
な
広
範
囲
の
目
的
を
達
成
さ

せ
る
た
め
に
は
、
単
な
る
医
学

的
職
種
の
み
で
な
く
社
会
と
の

か
か
わ
り
を
持
つ
心
理
的
、
社

会
的
職
種
と
の
連
携
が
強
調
さ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
他
の
医
学
に

比
べ
て
歴
史
が
浅
い
た
め
、
現

実
に
は
理
想
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
医
療
が
普
及
し
て
い

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
た
だ
こ

の
医
療
の
一
部
門
で
あ
る
理
学

療
法
に
つ
い
て
は
「
リ
ハ
ビ
リ
」

の
代
名
詞
が
つ
く
ほ
ど
の
浸
透

ぶ
り
で
あ
り
ま
す
。

理
学
療
法
は
身
体
的
障
害
を

有
す
る
者
に
対
し
、
こ
の
障
害

を
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
物
理
療

法
や
運
動
療
法
を
用
い
て
、
可

能
な
限
り
歩
行
な
ど
の
基
本
的

動
作
能
力
を
改
善
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

よ
ご
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
雪
を

と
っ
て
コ
ッ
プ
に
入
れ
溶
か
す

と
底
に
黒
い
ク
ズ
が
積
る
程
で

す
。我
々
の
と
こ
ろ
（
整
形
外
科
）

で
は
二
年
前
よ
り
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ャ
を
や
め
て
冬
中
通
し
て
ス

タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
使
う
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
今
で
は
六

人
位
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市

内
だ
け
を
乗
る
人
や
、
冬
も
石

北
峠
、
北
見
峠
、
狩
勝
峠
な
ど

を
何
度
も
越
え
る
人
が
お
り
ま

す
。
目
下
の
と
こ
ろ
危
険
な
の

で
や
め
た
人
は
お
り
ま
せ
ん
。

静
か
で
す
し
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ

ヤ
に
比
べ
性
能
が
落
ち
る
と
い

う
こ
と
も
な
い
よ
う
で
す
。
安

全
性
は
少
し
落
ち
る
と
思
っ
て

運
転
し
た
方
が
結
局
は
よ
い
の

本
院
に
お
い
て
も
理
学
療
法

室
の
利
用
率
は
高
く
、
年
平
均

患
者
数
は
五
千
人
前
後
で
あ
り

ま
す
。
主
要
な
疾
患
は
変
形
性

関
節
症
な
ど
の
整
形
疾
患
が
最

も
多
く
、
次
い
で
各
種
の
神
経
、

筋
疾
患
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
各
診
療
科
別
の
利
用
状
況
で

は
整
形
外
科
が
全
体
の
七
割
を

占
め
て
お
り
、
次
い
で
内
科
系
、

麻
酔
科
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
は
今
後
よ
り
進

む
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
に

伴
う
運
動
器
疾
患
の
増
加
な
ど
、

今
後
は
い
ま
ま
で
以
上
に
理
学

療
法
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

（
理
学
療
法
室
橘
内
勇
）

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
是
非
一
度

試
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す
。
今
度
の
冬
に
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
を
新
調
さ
れ
よ
う
と
す
る

方
は
、
そ
の
前
に
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
の
車
を
一
度
運
転
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

整
形
外
科
の
車
を
試
し
に
使
っ

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
た
め
の
御
協
力
は
い
つ
で

も
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
の

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
は
ふ
た
冬
使
用

し
ま
し
た
が
今
度
の
冬
も
使
う

つ
も
り
で
い
ま
す
。
最
初
の
冬

も
、
二
回
目
の
冬
も
性
能
的
に

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
見

見
た
目
に
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
の
で
。

（
整
形
外
科
安
藤
御
史
）



旭川医大病院ニュース 昭和61年７月１５日（４）第１６号

に
経
過
し

難
病
が
多

い
こ
と
、

再
発
を
繰

り
返
す
こ

と
、
な
ど

と
も
多
い
。
病
気
と
共
に
生
き

る
こ
と
、
病
気
を
悪
化
さ
せ
ず

に
仲
良
く
上
手
に
つ
き
合
っ

て
ゆ
く
方
法
や
、
そ
の
注
意
点

や
「
こ
つ
」
を
覚
え
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
又
、
治
療

の
主
体
が
外
用
療
法
と
い
う
独

特
の
治
療
法
で
あ
り
、
患
者
さ

ん
自
身
で
セ
ル
フ
ケ
ア
ー
で
き

る
よ
う
に
援
助
す
る
と
い
う

介
助
者
の
果
た
す
役
割
は
大
き

い
。
又
、
最
近
で
は
悪
性
疾
患

も
多
く
、
全
身
管
理
を
必
要
と

す
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

泌
尿
器
科
の
場
合
は
、
下
垂

体
、
副
甲
状
腺
、
副
腎
を
含
め
、

性
器
、
尿
路
系
の
疾
患
が
対
象

と
な
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
外

科
的
治
療
を
目
的
に
入
院
と
な

る
。
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の

は
、
腎
尿
管
結
石
に
対
し
て

欝
寂
一
鱗

精
神
的
不
安
や
苦
痛
を
伴
う
こ

と
も
多
い
。
病
気
と
共
に
生
き

七
階
西
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
皮
膚
科
・
泌
尿
器
科
の

混
合
病
棟
で
す
。
皮
膚
科
の
入

院
治
療
の
対
象
は
、
乳
児
か
ら

老
人
ま
で
年
令
層
は
広
い
。
皮

膚
科
疾
患
の
特
殊
性
は
、
慢
性

蕊
■
一

ソ》油端泪‐ザ一和

ｊ
｜
・
ろ
一
一
缶

》
■
▲
い
く
ご

□
・
勺
‐
． 鐇
七
階
西
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ

蜜
ヨ
ン
の
ナ
ー
ス
は
臨
床
経
験

一
一
年
～
三
年
が
多
く
、
平
均

年
齢
は
一
一
十
三
・
七
才
と
非
常

に
若
い
病
棟
で
す
。
そ
の
中
で
、

様
々
な
悩
み
と
病
苦
を
か
か
え

た
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
か
ら

多
く
の
事
を
教
え
ら
れ
、
気
づ

か
さ
れ
、
学
び
な
が
ら
、
チ
ー

術
後
の
早
期
離
床
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。
又
、
根
治
的
な
尿

路
変
更
術
を
受
け
る
ケ
ー
ス
も

ふ
え
て
き
て
い
る
。
手
術
後
の

身
体
的
変
化
を
受
け
入
れ
、
出

来
る
だ
け
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
、

受
け
ら
れ
て
、
一
日
も
早
く
回

復
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、

力
を
合
わ
せ
て
毎
日
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

（
看
護
婦
長
大
槻
伸
子
）

社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
、
家

族
を
含
め
て
援
助
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
蓋

恥
心
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
対

す
る
配
慮
は
、
当
然
の
こ
と

だ
が
特
に
重
要
で
す
。

経
皮
的
腎
尿
管
結
石
摘

出
術
、
経
尿
道
的
尿
管

結
石
摘
出
術
が
行
わ
れ
、

医心ん患しき成がム、、
療しが者て、長共のチ気
をて安さ、そでに皆｜づ 辨鰄－

ク
時
（
九
時
～
二
時
）

は
お
よ
そ
五
○
○
本
で
、

一
日
の
約
四
○
％
が
こ
の

時
間
帯
に
集
中
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
「
ダ
イ
ヤ
ル
九

番
」
の
呼
び
出
し
案
内
の

応
答
に
若
干
待
ち
時
間
を

生
じ
、
皆
様
に
御
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

本
学
交
換
業
務
は
昭
和

五
十
七
年
四
月
、
本
学
職

員
か
ら
民
間
へ
委
託
さ
れ
、

一
時
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
低

下
が
危
倶
さ
れ
ま
し
た
が
、
電

話
交
換
手
の
昼
夜
に
わ
た
る
並

々
な
ら
ぬ
努
力
に
よ
り
、
本
質

的
に
は
前
任
電
話
交
換
手
に
劣

ら
ぬ
状
態
に
ま
で
維
持
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
病

院
の
特
殊
事
情
、
国
の
機
関
と

し
て
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
応

対
に
は
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
日
頃
、
鋭
意
努
力
し
て
い

る
次
第
で
す
。

最
後
に
、
電
話
交
換
手
か
ら

の
お
願
い
で
す
が
、
外
部
に
発

中
央
機
械
室
二
階
に
あ
る
電

話
交
換
室
に
は
電
話
交
換
手
四

名
が
勤
務
し
て
お
り
、
勤
務
時

間
は
八
時
～
一
九
時
の
時
差

勤
務
体
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す

（
こ
の
時
間
帯
以
外
及
び
日
曜
、

休
日
は
防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
う
）
。

一
日
平
均
の
交
換
業
務
量
は
、

着
信
お
よ
そ
一
一
○
○
本
、

発
信
お
よ
そ
二
○
○
本
、
ビ

ー
フ
芋
へ
Ｌ
手
～
一
一
手
）
二

勿鯵鯵鯵

病院で働く人々(８） 信
依
頼
す
る
と
き
は
、
で
き
る

だ
け
電
話
番
号
で
申
し
込
む
よ

う
、
さ
ら
に
、
そ
の
時
点
で
は
相

手
を
指
名
し
な
い
で
（
先
方
の

氏
名
）
、
相
手
の
電
話
交
換
手
等

に
申
し
込
み
者
自
身
か
ら
依
頼

す
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
相

手
を
指
名
し
た
場
合
、
先
方
が

先
に
呼
び
出
さ
れ
、
か
け
た
ほ

う
が
あ
と
か
ら
出
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
先
方
に
対
し
て
失
礼

に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
電
話
交
換
サ
ー

ビ
ス
（
迅
速
、
正
確
等
）
の
改

れ
ら
は
、
電
話
交
換
サ
ー

（
迅
速
、
正
確
等
）
の
改

善
に
も
大
い
に
プ
ラ
ス
と

な
る
と
同
時
に
、
外
部

か
ら
の
受
信
の
応
対
が
ス

ム
ー
ス
と
な
り
、
ひ
い
て

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
、
今
一
度
本
学
電
話

交
換
手
の
業
務
を
御
理
解

の
上
、
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（
施
設
課
電
気
係
）

十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
「
青
い
鳥

症
候
群
」
を
示
す
若
者
の
出
現

が
注
目
さ
れ
始
め
た
。
大
学
を

卒
業
し
て
大
企
業
に
就
職
は
し

た
も
の
の
、
明
ら
か
な
理
由
や

目
標
も
な
し
に
退
職
や
転
職
を

願
う
青
年
た
ち
が
お
り
、
ど
ん

な
仕
事
が
し
た
い
の
か
は
っ
き

り
し
た
志
向
は
な
く
と
も
、
「
も

っ
と
自
分
に
適
し
た
職
場
や
仕

事
が
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
」
と

考
え
る
の
が
、
彼
ら
の
特
徴
の

一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
青

年
た
ち
に
共
通
す
る
の
は
、
Ｈ

新
入
社
員
で
あ
っ
て
も
謙
虚
さ

に
乏
し
い
、
ロ
自
分
は
も
っ
と

大
事
に
さ
れ
て
然
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
る
、
曰
忍
耐
力
が
乏

し
い
、
四
仲
間
と
の
協
調
性
が

乏
し
い
、
な
ど
の
傾
向
で
あ
り
、

要
す
る
に
大
人
に
な
り
き
れ
て

い
な
い
青
年
像
が
浮
か
び
上
が

っ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

青
年
た
ち
が
目
に
つ
く
よ
う
に

な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
社
会
の

変
貌
、
幼
少
時
の
生
育
環
境
な

ど
、
想
定
さ
れ
る
原
因
は
幾
つ

か
あ
る
が
、
最
も
注
目
さ
れ
て

い
る
の
は
母
子
関
係
の
不
適
切

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
端
的
に

言
え
ば
、
母
親
の
子
離
れ
が
う

ま
く
で
き
な
か
っ
た
、
あ
る
い

は
、
今
も
で
き
て
い
な
い
た
め

に
、
件
の
青
年
た
ち
は
母
親
の

ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
て
一
人

前
の
大
人
に
な
り
き
れ
な
い
ま

ま
社
会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏

み
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
わ
が
子
を
育
成
す
る
術
を

よ
く
知
ら
な
い
母
親
は
子
ど
も

を
そ
の
犠
牲
者
に
仕
立
て
上
げ
、

「
青
い
鳥
」
を
漠
然
と
追
い
求

め
る
青
年
を
作
り
出
し
て
し
ま

う
。
そ
も
そ
も
一
部
の
若
い
母

親
は
、
彼
女
自
身
が
精
神
的
に

大
人
に
な
る
前
に
す
で
に
母
親

に
な
っ
て
し
ま
い
、
わ
が
子
に

我
慢
を
さ
せ
た
り
、
道
徳
を
教

え
た
り
、
時
に
は
あ
え
て
試
練

を
与
え
た
り
す
る
養
育
法
に
う

と
い
。
ま
る
で
子
ど
も
同
志
が

同
居
し
て
い
る
体
で
あ
る
。

わ
が
子
が
学
歴
社
会
の
中
で

落
後
し
な
い
た
め
に
は
、
母
親

も
ま
な
じ
り
を
決
し
て
子
ど
も

の
面
倒
を
み
る
羽
目
に
な
る
か

ら
、
こ
こ
で
母
親
だ
け
を
責
め

る
の
は
片
手
落
ち
と
い
う
も
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
ら
ば
、
「
青

い
鳥
症
候
群
」
の
青
年
た
ち
に

誰
が
何
を
し
て
や
れ
ば
よ
い
の

か
、
何
が
で
き
る
の
か
。
そ
の

正
解
が
分
か
っ
て
い
れ
ば
メ
ー

テ
ル
リ
ン
ク
も
出
番
が
な
く
な

る
で
あ
ろ
う
し
、
私
も
こ
の
よ

う
な
つ
ま
ら
な
い
文
章
を
書
か

ず
に
済
む
も
の
を
と
、
た
め
息

が
で
る
の
で
あ
る
。

（
編
集
委
員
長
宮
岸
勉
）


